
Ⅱ 教科の問題に関する結果

１ 小学校

（１）国語

【第３学年】

実施児童数 10,933 人 正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

設問数 20 問

平均正答率 61.1 ％

（全ての設問を実施した児童について算出)

【第４学年】

実施児童数 11,063 人 正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

設問数 20 問

平均正答率 62.6 ％

（全ての設問を実施した児童について算出)
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分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 17 64.0

主として「活用」 3 44.8

学習指導

要領の

領域等

話すこと・聞くこと 3 75.1

書くこと 2 37.2

読むこと 8 55.0

伝統的な言語事項と国語

の特質に関する事項　　
9 66.2

評価の

観点

話す・聞く能力 3 75.1

書く能力 2 37.2

読む能力 7 56.9

言語についての

知識･理解･技能
8 65.6

問題形式

選択式 5 55.5

短答式 12 67.4

記述式 3 45.5

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 15 69.0

主として「活用」 5 43.6

学習指導

要領の

領域等

話すこと・聞くこと 3 43.2

書くこと 4 46.4

読むこと 7 59.7

伝統的な言語事項と国語

の特質に関する事項　　
10 75.0

評価の

観点

話す・聞く能力 3 43.2

書く能力 3 49.8

読む能力 4 55.7

言語についての

知識･理解･技能
10 75.0

問題形式

選択式 6 64.0

短答式 10 70.4

記述式 4 41.0



【第５学年】

実施児童数 10,974 人 正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

設問数 20 問

平均正答率 54.0 ％

（全ての設問を実施した児童について算出)

【第６学年】

実施児童数 10,873 人 正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

設問数 20 問

平均正答率 58.6 ％

（全ての設問を実施した児童について算出)
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分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 17 58.1

主として「活用」 3 30.9

学習指導

要領の

領域等

話すこと・聞くこと 2 43.5

書くこと 5 47.4

読むこと 6 52.9

伝統的な言語事項と国語

の特質に関する事項　　
9 57.5

評価の

観点

話す・聞く能力 2 43.5

書く能力 5 47.4

読む能力 4 59.7

言語についての

知識･理解･技能
9 57.5

問題形式

選択式 10 59.8

短答式 6 61.8

記述式 4 27.9

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 15 62.6

主として「活用」 5 46.6

学習指導

要領の

領域等

話すこと・聞くこと 3 61.7

書くこと 4 42.6

読むこと 9 61.5

伝統的な言語事項と国語

の特質に関する事項　　
8 54.2

評価の

観点

話す・聞く能力 3 61.7

書く能力 3 39.7

読む能力 6 72.4

言語についての

知識･理解･技能
8 54.2

問題形式

選択式 8 69.0

短答式 9 55.9

記述式 3 38.9



【結果から見られる成果と課題】 

 ○ 学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく読むことについて、相当数の児童

ができている。 

  ・「公園（こうえん）」（小３１一１：95.9％） 

  ・「注目（ちゅうもく）」（小４１一１：94.2％） 

  ・「緑茶（りょくちゃ）」（小５１一２：87.2％） 

  

○ グラフや表を基に必要な情報を読み取ることについて、成果が見られる。 

  ・グラフから読み取れる内容を選択（小６４一：88.7％） 

 

○ 筆者の説明の意図を捉えることについて、相当数の児童ができている。 

  ・筆者の表現の意図について、最も適切な文を選択（小６３一：81.6％） 

  

● 同音異義の漢字を書くことについて、課題が見られる。 

 ・「いがい（意外）」（小５１一３：47.0％） 

 ・「おさまる（治まる）」（小６１一４：59.2％） 

 

● 接続語を用いて文を二つに分けることについて、課題が見られる。 

  （小５２二：19.1％、小６１五：36.0％） 

 

● 目的に応じ、中心となる語や文を捉えることについて、課題が見られる。 

  （小３３四：40.1％、小４３二：39.0％、小５３一：39.5％） 

 

● 目的や意図に応じて必要な内容を整理して書くことについて、課題が見られる。 

 ・必要な内容を二つ取り上げて整理して書くこと 

（小５４三：25.7％、小６４二：47.9％） 

   H2９小6 全国調査（県平均）35.3% 「目的や意図に応じて必要な内容を整理して書く」 

  

● 条件等に即応して自分の考えを書くことについて、課題が見られる。 

  ・自分の考えを具体的に書くこと 

   （小３４四:32.4％、小４４四:41.6％、小５５三：31.1％ 小６５二:17.5％） 

 

 

 

 

 

正答率が 80％以上であるものや、過去の調査等と比較して改善の傾向が見られるものを成果と

してまとめるとともに、特に課題と見られる状況について、全体の傾向をまとめている。 

 

※ ○は成果、●は課題を示している。 



 あなたは、このお話を読んで、どんな感想をもちましたか。あとのじょうけん

に合わせて書きましょう。 

 

  

  

これと反対に、秋も深まり、そろそろ寒くなってくるころ、（ あ ）の国か

らやってきて冬をすごし、春にはまた北へ帰って行く鳥たちを冬鳥といいます。 

 

 （ あ ）にあてはまる言葉を書きましょう。 

 

【正答】 北  

 四年一組では、話し合った内ようをもとに、二分の一成人式の案内じょうを書

くことになりました。あなたならどのような案内じょうを書きますか。次のじょ

うけんに合わせて書きましょう。 

 国語  【小学校３・４年生】 

 

（小学校３・４年生） 

● 条件等に即応して自分の考えを書くことについて、課題が見られる。 

小３：３２．４％ 

 

小４：４１．６％ 

 

（小学校４年生） 

● 目的に応じ、中心となる語や文を捉えることについて、課題が見られる。 

小４：３９．０％ 

 

【正答例】  

海の中に重い石を何回もなげこんだの

に、また、あみにかかったことがふしぎで

した。そして、まくらもとにかんのんさま

がでてきたところがおもしろかったです。 

〈じょうけん〉 

○「海」「かんのんさま」という

ことばをつかって書くこと。 

○五十字いじょう、七十五字いな

いにまとめて書くこと。 

【正答例】  

二分の一成人式では、一人一人がし

ょう来のゆめを発表します。わたした

ちのスピーチを楽しみにしていてくだ

ください。もみじの合唱もしますので、

ぜひ見に来てください。  

〈じょうけん〉 

○話し合った内ようをもとに、来てほ

しいという気持ちを伝えること。 

○二文以上で書くこと。 

○六十字以上、八十字以内で書くこと。 



 秋本さんは、北村さんの「二つの文を分けてみたらどうだろう。」という助言
を聞いて、【秋本さんのスピーチ練習の様子】の②の文を、「そして」というつ
なぎ言葉を使って、二文に分けることにしました。書き直したときの一つ目の文
の終わりの七文字と、二つ目の文の「そして、」に続く七文字を書きましょう。 

  

 小松さんたちは、水道局をたずねて聞いた【水道局の方のお話】をもとに、【節
水作戦への協力のお願い】の   の部分を書いています。次の   の中の 
  Ｂ   に入る内容を、あとの条件に合わせて書きましょう。 

 

 【話し合いの様子の一部】の中の  Ａ  のところで、木村さんは、【山口の
むかし話「びゃく雲寺のごうとう」】の言葉や文を取り上げながら、ごうとうの
心情が変化したと考えられる行動について話しています。あなたが木村さんなら
どのように話しますか。次の条件に合わせて書きましょう。 

 

 

 

 国語  【小学校５・６年生】 
 

（小学校５年生） 
● 接続語を用いて文を二つに分けることについて、課題が見られる。 

小５：１９．１％  
 
（小学校５年生） 
● 目的や意図に応じて必要な内容を整理して書くことについて課題が見られる。 

小５：２５．７％ 

 
（小学校６年生） 
● 条件等に即応して自分の考えを書くことについて、課題が見られる。 

小６：１７．５％ 

【正答】 で読んできます。（そして、）好きだったとこ  

【正答例】  

できるだけ多くの人に見て

もらうことや、水を使う場所

ではどこでも節水を思い出せ

るようにすることが大切だか

らです。  

【正答例】  

びゃく雲寺の方を見て「ほん

の少し頭を下げると」と書いて

あるよ。おしょうさんが自分の

ためにやさしくしてくれたこと

に気づいたから、あやまったと

考えることができるよ。  

〈条件〉 

○   の南さんのように、【山口のむかし話

「びゃく雲寺のごうとう」】からごうとうの

心情が変化したと考えられる行動を取り上

げて書くこと。 

○取り上げた行動から、どうしてごうとうの心

情が変化したと考えられるのかを書くこと。 

○六十字以上、百字以内にまとめて書くこと。 

〈条件〉 

○数多くのポスター作りが必要な理由を【水道局

の方のお話】から二つ取り上げて書くこと。 

○【節水作戦への協力のお願い】にふさわしい表

現で書くこと。 

○書き出しに続けて、五十字以上、七十字以内に

まとめて書くこと。 



（２）算数

【第３学年】

実施児童数 10,945 人 正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

設問数 20 問

平均正答率 67.5 ％

（全ての設問を実施した児童について算出)

【第４学年】

実施児童数 11,070 人 正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

設問数 20 問

平均正答率 64.9 ％

（全ての設問を実施した児童について算出)
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分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 14 74.9

主として「活用」 6 50.3

学習指導

要領の

領域等

数と計算 10 76.9

量と測定 4 67.5

図形 3 59.2

数量関係 3 44.7

評価の

観点

数学的な考え方 6 50.3

数量や図形についての技能 8 82.2

数量や図形についての知識･理解 6 65.3

問題形式

選択式 2 50.4

短答式 16 72.6

記述式 2 44.2

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 11 80.1

主として「活用」 9 46.3

学習指導

要領の

領域等

数と計算 7 76.9

量と測定 4 76.5

図形 2 39.1

数量関係 7 53.5

評価の

観点

数学的な考え方 9 46.3

数量や図形についての技能 8 83.7

数量や図形についての知識･理解 3 70.3

問題形式

選択式 3 52.5

短答式 14 76.0

記述式 3 25.1



【第５学年】

実施児童数 10,983 人 正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

設問数 20 問

平均正答率 55.5 ％

（全ての設問を実施した児童について算出)

【第６学年】

実施児童数 10,867 人 正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

設問数 20 問

平均正答率 58.8 ％

（全ての設問を実施した児童について算出)
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分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 14 61.5

主として「活用」 6 41.4

学習指導

要領の

領域等

数と計算 8 57.8

量と測定 3 63.0

図形 2 73.2

数量関係 7 44.5

評価の

観点

数学的な考え方 6 41.4

数量や図形についての技能 7 63.3

数量や図形についての知識･理解 7 59.7

問題形式

選択式 7 51.0

短答式 10 62.2

記述式 3 43.5

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 15 64.0

主として「活用」 5 43.3

学習指導

要領の

領域等

数と計算 8 64.2

量と測定 3 52.6

図形 2 32.0

数量関係 7 63.0

評価の

観点

数学的な考え方 4 46.5

数量や図形についての技能 9 60.4

数量や図形についての知識･理解 7 63.8

問題形式

選択式 3 56.3

短答式 14 61.5

記述式 3 48.9



【結果から見られる成果と課題】 

○  基本的な四則計算の技能や数の仕組みの理解に成果が見られる。 

 ・除法の計算をすること（小３１(4)：94.7％） 

  ・余りのある除法の計算をすること（小４１(3)：85.5％） 

  ・同分母の分数の加法の計算をすること（小４１(5)：92.8％） 

  ・末尾のそろっていない小数の減法の計算をすること（小６２(1)：82.5％） 

  ・十進位取り記数法について理解していること（小３２(1)：89.7％） 

  ・乗法九九を用いて、乗数を求めること（小３３(1)：97.1％） 
  

○  数量関係や図形の基本的な内容の理解に成果が見られる。 

  ・長さについての感覚を身に付けていること（小３４(2)：90.6％） 

  ・二次元表の見方を理解していること（小４５(1)：90.6％） 

  ・分度器を用いて、90度よりも小さい角の大きさを求めること（小４８(1)：92.5％） 
 

●  余りのある小数の除法、体積についての量感、複合図形の求積、二次元表を読み取ること

に課題が見られる。 

・除数が小数である場合の除法の計算を一の位まで行い、商と余りを求めること（小６２

(3)：28.8％） 

・かさについての感覚を身に付けていること（小３４(1)：39.4％） 

・円の面積の公式を活用して、複合図形の面積を求めること（小６７(2)：30.5％） 

  ・二次元表の中の数が表す事柄を読み取ること（小４５(3)：37.0％） 
 

●  数量の関係を数直線に表すことや、式に適した問題場面を選択することに課題が見られる。 

・小数の除法の問題場面を理解し、数直線に表すこと（小５３：19.6％） 

・除法の意味について理解し、示された除法に適した問題場面を選択すること（小３９：

29.4％） 
 

●  割合の見方の基礎や基準量、比較量、割合の関係を捉えることに引き続き課題が見られる。 

・除法を活用して、基準量の半分の長さの求め方と答えを記述すること（小３８(1)：39.4％，

小４６(1)：64.0％） 

・示された割合を解釈して、基準量と比較量の関係を表している図を判断すること(小５

10(1):28.0％） 
 

●  問題場面について情報を整理し、理由や方法等を説明することに引き続き課題が見られる。 

  ・繰り下がりのある減法の計算方法を活用して、□に当てはまる数の求め方を記述すること

（小３７：37.9％） 

  ・三角形の２つの辺の長さが円の半径であることを基に、二等辺三角形ができる理由を記述

すること（小４７：8.5％） 

 ・グラフの特徴を基に２つのグラフが対応していないことを読み取り、違いを記述すること 

(小４９(1):23.3％，小５11(1)：30.2％） 

  ・点対称の定義を用いて、対象の中心を求める方法を記述すること(小６６:31.8％) 

・値引きによって１番値段が安くなる理由を記述すること(小６８:42.3％) 

 
  正答率が 80％以上であるものや、過去の調査等と比較して改善の傾向が見られるものを成果としてまと

めるとともに、特に課題と見られる状況について、全体の傾向をまとめている。 

※ ○は成果、●は課題を示している。 



【小学校３・４年生】 

（小学校３・４年生） 

●  除法を活用して、基準量の半分の長さの求め方と答えを記述することに課題が見られ

る。 

 

 

 

 

 

 

小３：３９．４％ 小４：６４．０％ 

 

（小学校３年生） 

●  除法の意味について理解し、示された除法に適した問題場面を選択することに課題が

見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小３：２９．４％ 

 

（小学校４年生） 

●  三角形の２つの辺の長さが円の半径であることを基に、二等辺三角形ができる理由を

記述することに課題が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小４：８．５％ 

算数 

【正答】イ、エ 

【正答】式  １６÷２（＝８）  

答え ８ｍ 

【正答例】 

辺エアと辺エウは、点エを中心とする円

の半径で、同じ長さです。三角形エアウは

２つの辺の長さが同じだから、二等辺三角

形です。 



【小学校５・６年生】 

（小学校５年生） 

●  小数の除法の問題場面を理解し、数直線に表すことに課題が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小５：１９．６％ 
 

（小学校５年生） 

●  示された割合を解釈して、基準量と比較量の関係を表している図を判断することに課

題が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

小５：２８．０％ 
 

（小学校６年生） 

●  値引きによって１番値段が安くなる理由を記述することに課題が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  小６：４２．３％ 

【正答】「１ｍあたりの重さの□」 ア 「長さの１.２」 エ 「重さの１.８」 イ 

【正答】エ 

【正答例】 

 アの券を使うと、１８００－２００＝１６００で、１６００円になります。 

イの券を使うと、１８００円は２０００円より安いので、１５００円になります。 

ウの券を使うと、１８００×（１－０.２）＝１４４０で、１４４０円になります。 

１６００円と１５００円と１４４０円では１４４０円がいちばん安いので、ウの券を使う

と、いちばん安く買えます。 

算数 



（３）社会

【第５学年】

実施児童数 10,973 人

設問数 20 問

平均正答率 56.6 ％

正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

（全ての設問を実施した児童について算出)

0.0

5.0

10.0

15.0

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

平均正答数 11.3問

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 13 62.6

主として「活用」 7 45.6

学習指導

要領の

領域等

身近な地域 3 57.1

地域の生産や販売 2 68.4

地域の人々の健康な生活 0 －

地域の人々の安全 3 69.7

地域の古い道具、文化財や年中

行事
0 －

県の地形や産業 4 49.1

我が国の国土 3 55.4

我が国の農業や水産業 5 44.3

評価の

観点

社会的な思考･判断･表現 5 44.1

資料活用の技能 6 60.5

社会的事象についての知識･理解 9 61.0

問題形式

選択式 8 60.9

短答式 8 60.1

記述式 4 41.1



【結果から見られる成果と課題】

○ 地図の基本的な約束事に関しては、知識・理解及び資料活用の技能の定着が

見られる。

・地図記号が表している建造物を選ぶこと（１(1)91.9％）

・縮尺を理解し、地図を見て、実際の距離を求めること（１(2)79.4％）

○ 買い物調べなど、学習の対象が身近な場合には、知識の定着が見られるとと

もに、資料活用の技能についても一定の成果が見られる。

・買い物調べの意図を理解し、調査結果を表にまとめること（２(1)80.5％）

● 資料から必要な情報を読み取り、それらの情報をもとに、条件に合わせて説

明することに課題が見られる。

・工場の立地について、輸送と関連付けて説明すること（１(3)31.4％）

・米粉を活用する取組について必要な情報を読み取り、的確に表現すること

（７(2)18.6％）

● 条件に合う都道府県の名前を答えることに、引き続き課題が見られる。

・条件に合う都道府県（山形県のとなりにある県）の名前を答えること

（６(2)39.9％）

● 県内の市町の位置及び名前に関する知識の定着に、引き続き課題が見られる。

・県内の市の数を答えること（４(2)42.4％）

正答率が80％以上であるものや過去の調査等と比較し改善の傾向が見られるものを成果

としてまとめるとともに、特に課題と見られる状況について、全体の傾向をまとめていま

す。

※ ○は成果、●は課題を示している。



社会 【小学校５年生】

● 資料から必要な情報を読み取り、それらの情報をもとに、条件に合わせて説明する
ことに課題が見られる。

＜自分たちが住んでいる市の一部を表した地図と、その地図を見ながら児童が話し合って
いる様子をを提示＞

（３）この話し合いで、まなぶさんは海岸線がまっすぐであることのよさを発表しています。
物を運ぶことに注目して、「海岸線がまっすぐだと、」に続く イ の中の文を考え、
まなぶさんの発表を完成させましょう。

小５：３１．４％

（２）みほさんは資料３を見て、米の消費量を増やすために「米粉」を活用する取組を考え
ています。【みほさんのまとめノート】の米の消費量を増やすための提案に入る文を書
きましょう。ただし、米粉の特ちょうと課題をふまえて書くこととします。

小５：１８．６％

● 条件に合う都道府県の名前を答えることに課題が見られる。

（２）資料２の （＝山形県）のとなりにある県の名前を二つ書きましょう。

小５：３９．９％

【正答例】

（３） （海岸線がまっすぐだと、）船が入りやすくなり、工場で使う原

料や工場でつくったせい品を運ぶのに便利だよ。

【正答】 宮城県、秋田県、福島県、新潟県の中から二つ （完答）

【正答例】

（２） 栄養のバランスのよ

い米粉の商品の種類を

増やし、たくさんの人

に食べてもらえるよう

になれば、米の消費量

を増やすことができる

と思います。

【みほさんのまとめノート】



（４）理科

【第５学年】

実施児童数 10,988 人

設問数 20 問

平均正答率 65.3 ％

正答数分布グラフ（横軸:正答数〔問〕、縦軸:割合〔％〕)

（全ての設問を実施した児童について算出)

0.0

5.0

10.0

15.0

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

平均正答数 13.1問

分類 区分
対象設問数

（問）

平均正答率

（％）

問題
主として「知識」 11 71.3

主として「活用」 9 58.0

学習指導

要領の

領域等

物質 5 64.4

エネルギー 4 61.1

生命 6 78.0

地球 5 54.2

評価の

観点

科学的な思考・表現 7 59.2

観察・実験の技能 5 59.5

自然事象についての知識･理解 8 74.2

問題形式

選択式 8 73.2

短答式 7 67.6

記述式 5 49.3



【結果から見られる成果と課題】

○ 条件に沿った実験方法を理解することに成果が見られる。

・予想が正しいときに得られる結果を想定すること（１(2)80.4％）

○ メダカのからだのつくりとその役割を理解することに成果が見られる。

・メダカの子どもの腹の袋の中に、成長に必要な養分が含まれていることを理

解すること（２(3)88.9％）

○ 時間の変化による星座の動きを理解することに成果が見られる。

・星の集まりは、１日のうちでも時刻によって、並び方は変わらないが、位置

が変わることを理解すること（３(1)86.5％）

○ 物体の形状で質量が変わらないことを理解することに成果が見られる。

・アルミニウムはくの重さは形を変えても重さが変わらないことを理解するこ

と（７(2)80.0％）

○ 適切な乾電池のつなぎ方と電流の強さの理解について改善傾向が見られる。

・条件にあてはまる乾電池のつなぎ方を類推すること(４(1)57.1％)

H2８小５ 学力定着状況確認問題36.0％

「乾電池の直列つなぎについて基礎的な用語を理解し、作図によって表現する」

● 太陽の動きと方位を日当たりと関連付けて考えることに課題が見られる。

・方位から分かる太陽の動きと校舎の位置を関係付けながら考えることにより

日当たりの最もよい場所を想定すること（１(3)39.6％）

● 観察を通して学習した内容の理解を深めることについて課題が見られる。

・星座早見の正しい使い方及び夏の代表的な星座について理解すること

（３(2)36.8％）

● 正しい方位磁針の使い方について課題が見られる。

・方位磁針の正しい使い方を理解し、他者の誤った使い方を改善するための方

法を説明すること（５(1)34.2％）

正答率が80％以上であるものや、過去の調査等と比較して改善の傾向が見られるものを
成果としてまとめるとともに、特に課題と見られる状況について、全体の傾向をまとめて
いる。

※ ○は成果、●は課題を示している。



理科 【小学校５年生】 

 
● 太陽の動きと方位を日当たりと関連付けて考えることに課題が見られる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  小５：３９．６％ 

 
● 正しい方位磁針の使い方について課題が見られる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  小５：３４．２％ 

理科 

【正答例】 
記号 ウ 
理由 校しゃの南がわは、もっとも日当たりが 

よいから。 

【正答例】 
方位じしんのはりの色のついた方を北にあわせる。 


